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カッパ122－Sロケットについて

糸　　川 英　　夫

　1．　カッパV型およびVI型用ロケットの計画

　前述のようにカッパIV型の飛しょう試験は宇宙線観測

の目的を完全に果し得ぬままに1，2号機のテストが終

った．ここでカッパW型の欠点を検討し，これらに改修

を加えて，さらにIV型3号，4号機のテストを行うべき

か，あるいはIV型そのものを放棄して新構想によるロケ

ットで再出発すべきかに多くの議論があったが，一方に

カッパIV型の飛しょう試験計画と平行して進められてい

た多くの新しい研究が実を結びつつあった。

　二つの道のいずれを選ぶべきかの検討は1957年10月

から11月の終りまで続いたが，12月に至って，進行中

の新しい技術的研究の成果を採り入れた新計画で臨むこ

とに決定し，ここにK－128J系ロケット，したがって

K－IV型は放棄されることに決った．

　新しい主ロケットについて，計画の根本には次の事項

が考慮された．

　（1）ブースタとの組合せで80km以上の上昇性能を期

　　待し得ること．

　（2）ブースタステージおよびメインロケットステージ

　　の全時間域を通じて十分な空力安定度をもつこと．

　　特に超音速領域における空力中心の前進に留意する

　　こと．

　（3）従来使用されて来た4130耐熱鋼の代りに極力ア

　　ルミ軽合金を使用すること．

　（4）空力加熱に対して十分な考慮を払うこと．

　（5）フラッタ現象に対して十分な考慮を払うこと．

　以上の諸件を満足する主ロケットの直径をきめるため

に，外径として120mm級，130　mm級，150　mm級，

180mm級および200　mm級の5段階のプランを立てた．

　このうち130mm級径のものはすでに使用したK－128J

のデータを使用，また200mm級の計画には220Bのエ

ンジンの資料を援用した．ただし，計画はいずれもエン

ジン材料として軽合金を用いるものとしている．

　この結果180mm，200　m皿級のものはブー一スタステ

ージでの重心位置を十分に前出させて空力安定係数を大

きくするのには良いが，主ロケットの外径が大きくなり

すぎて空気抵抗が大きくなり，上昇性能が悪くなるとの

結果を得，ここにK－128Jより幾分低目の小外径をも

っK－122（外径122mm）と，　K－128Jより大きい外径を

有するK－150（150mm径）の二つが採り上げられ，それ

それK－120およびK－150として設計された．

　このうちK－122とK－150を比較すると，超音速安定

性および性能の両者共K－150の方が遙かに優れている

との結論を得たが，K－122は，　K－150への一段階として

製作されたのと，もう一つの理由はロックーン用ロケッ

トとして適当な大きさと重量であるので，K－150に先立

って設計され試作された．

　2．　K－122Sロケット

　K－122Sは名称のように外径が122　mmあり，　K－150

同様に，新しい推薬とエンジン材料を使用している．

　エンジンの形式が変ったため，小さい寸法のものから

始める方針で，まず径122mmで薬長500　mmのエンジ

ンをまとめ，これをK－122－Junior，その後に薬長を1m

にまして，これをK－122－Seniorと名づけ，それぞれ

K－122JおよびK－122Sと呼んだ．

　このうちK－122JはSigma－1型の名称でロックーン用

に考えられたが，その後ロックーン用ロケットもK－122S

を使用したSigma一皿型になった．

　推薬の搭載量としてはK－122JをK－128と同量に抑

え，122Sではこの2倍を目標額として出発したが，最

終的に飛しょうしたK－122Sは122Jの約1・5倍の数量

を有していた．

　128Jの旧計画および1957年2月の計画と，122系ロ

ケットの諸元を比較すると下記のようになる．

重　　量（kg）

Pay　Load（kg）

推　　力（kg）

燃焼時間（秒）

128J
（旧）

42，5

5．2

988

3．0

128J
（57．2）

45．8

　7．7

　988

　3．0

122J　　122S

34．8

4．0

1014

3．2

46．1

6．0

1622

3．0

3．K。122Sを用いる2段式ロケsソトの計画

122S
（57．2）

43．3

　6．0

1430

　3．0

　K－122Sを用いた2段式ロケットの計画は1956年12

月より1957年2月にかけて，いろいろなブースタの場

合を研究されている．

　第1表はこの結果をまとめたもので，122Sに220Bお

よび330Bの各ブースタならびに220Bの3本束クラス

タを組合せた場合の性能計算の結果である．

　しかしながら，122Sは2段式ロケットとしては未だに

使用されたことはなく，以上の計算はdesk・planのみに
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止った．

　4．K。122Sは何に使用されたか

　前述のようにK－122Sはロックーン以外

には観測用ロケットとして使用されたこと

はない．しかしながら，ロケットがアルミ

合金を主にして作られており，また総量比

も128Jに比べて高く，重量も15　kg級で製

作し易いので，ロケットのいろいろな部品

のテストに用いられた．

　おもなる利用法は

　　（i）各種推薬の飛しょう性能テスト

　　（ii）テレメータ，レーダのテスト用

　　（iii）新しいアンテナ系のテスト用

　いいかえれば，K－122SはKappa一系ロケットのうち

唯一つのtest・missileで，今後も，部品試験用ロケット

として用いられるであろう．

　5．　K。122Sによる推薬の比較試験

　1957年12月より1958年3月にかけて7機のK－122S

の飛しょう試験が行われているが，これらはほとんど異

なる燃料系を使用しており，この中には，double　base，

compositeの両者を含み，またpropellent　configuration

として，穴あき円筒型，管型と同筒の組合せ，円孔式，

星型孔式など各種の固形燃料の形式がテストされた．こ
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　　第1図　アンテナ試験機外観

のうち最も成績の良かったものがその後のK－150系に

用いられている．いわば1（－122Sは固形燃焼エンジンに

ついて，1955年より1957年にかけて行われた地上試験

の総決算となすべき役割を果したのである．

　6．K－122Sによるアンテナ系の比較試験

　カッパロケットのテレメータおよびレーダ用アンテナ

は従来いずれも尾翼にあり，このため，ロケット前部に

ある電子機器から，尾部アンテナに渡るケーブルが，エ

ンジン外側を通ることになる．

　このケーブルは空気の流れにさらされて，空気抵抗の

増加を来し，また超音速領域においては空力加熱による

障害の原因となるなど，ロケット設計上の難点の一つに

なっている．

　これらの不便を解決するために，尾翼を使用しないア

ンテナ系が考えられて来たが，K－122Sによってこのう

第　1　表 （31．12～32．2．20）
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ちの一つである（第1図），突起型アンテ

ナのテストが行われた．

　飛しょう試験は1958年3月6日および

7日の2日にわたって2回行われ，3月6

日にはレーダのみ突起型アンテナを使用，

テレメータに尾翼アンテナを用いて，発射

角30°で発射された・

　結果は満足すべきもので，突起型アンテ

ナは機体に不安定を与える原因とはならず，電波特性も

良好であった・

　っつく3月7日には，レーダ，テレメータ両者共に突起

型アンテナを使用して飛しょう試験が行われ，同様な結

論を得ている．なおこの両者共，加速度および減速度計

が搭載されているので，このデPtタから抵抗係数の増加
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第　2　図

が求められた．

　なおK－122Sはテレメータ，レーダ系のロケット用エ

レクトロニックスのテストにも利用・され（第2図），1957

年12月23日および1958年2月10日の2回にわたって

このための飛しょう試験が行われている・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1958．8．18）

カッパ150型ロケットについて
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1．　150カ」180カ、

　K－　IV型の次に製作すべきロケットとして外径120mm

から200mmまでの間のサイズが検討されたことは，前

章（K－122Sロケットについて）に述べたとおりである

が，120mm級のK－122Sは小さすぎ，200　mm級はブ

ースタロケットの大きさとのバランスで大きすぎ，結局

外径150か，180mmかというところに落着いた・

　この検討は1957年11月，12月に行

われたが，180径の利点はpay　Ioadが

大きく，また搭載計器室の容積が大き

いことであるが，一方欠点はブースタ

サイズを一定にすると第2段ロケット

としての重量が大きく，また外径が大

きいために空気抵抗が大きすぎるごと

である．

　たとえば，150径および180径ロケットにそれぞれ

330B型ブースタを組み合わせた2段式ロケットの性能

を推算してみると，

　　　　　　　　　　150系

　　重　量（kg）62～70

　　推力（kg）1，660
　　燃焼時間（sec）　4．5

として，これに330Bとして

　　　　重　　量　　　　　　330kg

　　　　推力　 7，650kg

　　　　燃焼時間　　　　　　4・Osce

のブースタを組み合わせると，垂直発射の到達高度は

150系 180系

重量（kg）高度（km）　重量（k9）

　62　　　　140　　　　　　65

　64　　　　130　　　　　　67

　66　　　　125　　　　　　69

　68　　　　120　　　　　　71

高度（km）

　103

　99

　95

　92

一一回9（タ9　　（6z7％）

気ミ

㌔φ一一

_

　　　㎜　@　7
@／

S50ニへ　　　　　＼ §

o矯 聴
～

塗
も

440＿」 u
3225

　　　　　　一一匿

3246

180系

65～73

1，480
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　　　　第　1　図

　　　70　　　　110　　　　　　73　　　　88

で，180系は性能の上で，150系に格段に劣る・ここに

150径ロケットが決定された．

2．K・150型ロケットの計画

K－150ロケットの計画の基本方針としては

　（i）　全重量を70kg位に保つ

　（ii）重心位置は燃料の有無にかかわらず，マッハ

　　数において十分な安定度をもつよう，十分に前に

　　あること
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